
大社バンザイ

合
え
る
競
技
で
、
自
分
で
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
補
助
具「
ラ
ン
プ
」を
使

う
こ
と
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
試
合
が
始
ま
る
と
、
だ
ん
だ

ん
コ
ツ
が
分
か
っ
て
き
て
、
作

戦
を
練
っ
た
り
、
青
葉
園
や
ふ

れ
ぼ
の
に
通
所
す
る
人
が
、
投

げ
る
と
き
に
ラ
ン
プ
の
位
置
を

決
め
た
り
と
、
チ
ー
ム
で
協
力

す
る
こ
と
に
も
気
が
付
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ボ
ー

ル
を
転
が
す
の
が
楽
し
か
っ

た
」「
こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ

る
と
分
か
っ
て
良
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
北
山
さ
ん
が「
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
障
害
者
に
寄

り
添
っ
て
、ル
ー
ル
と
用
具
を
工

夫
し
て
い
る
の
が
特
徴
。こ
の

こ
と
を
普
段
の
生
活
に
置
き
換

え
て
、悩
ん
だ
り
、困
っ
た
り
し

て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
寄
り
添

う
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
で

す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

★公民館講座�企画：大社公民館地域学習推進員会　大社公民館（71-3649）
日時・場所 テーマ・講　師

1月12日（日）
Ⅰ 10：00〜12：00
Ⅱ 14：00〜16：00
大社公民館 講堂

「心のケア」と「安心の場」体験会
被災生活の中で「安心」を手に入れる工夫
Ⅰ・Ⅱ	機織り（さをり織り）を生かした心のケア（ツナミクラフト）
		Ⅰ	 段ボールベッドづくり（西宮市防災危機管理課）
		Ⅱ	 アレルギーを考慮した救援物資表示の工夫
	 （西宮アレルギー患者と親の会「みやれっこほーむ」）
【共催】　安井・大社地区社会福祉協議会

2月8日（土）
14：30開演
大社小学校
ランチルーム

平和への祈りを
朗読劇「火

ほ

垂
た

るの墓」
出演：陽なたの会（NPO法人シャクナゲ・子供の家）
【主催】大社地区青少年愛護協議会
【事前申込】　申込方法など詳細はポスターなどで確認してください。

3月13日（木）
13：30開演

（13：00開場）
大社公民館 講堂

落語を楽しむ
大社寄席
出演：落語家（七代目）笑福亭松喬	他
【事前申込】　申込方法など詳細はポスターなどで確認してください。

※諸事情により変更・中止になることがあります。掲示板などで確認してください。
※	申込方法など、詳しくは開講約1カ月前に、各自治会掲示板、大社公民館などに置か
れるチラシなどでお知らせします

★「のびのびキッズ大社」事業
─大社地区青少年愛護協議会―

開催日時 事業名・場所 主催団体名

1月6日（月）
10：30〜11：30
14：00〜15：00

たこ作り
（大社児童センター）

大社児童センター
大社コミュニティ委員会
スポーツクラブ21大社
大社地区青少年愛護協議会

2月8日（土）
14：30開演

朗読劇「火
ほ

垂
た

るの墓」
鑑賞会

（大社小学校ランチルーム）

大社公民館地域学習推進員会
大社地区青少年愛護協議会

未定 青葉園との交流会
（大社公民館講堂） 大社地区社会福祉協議会

3月1日（土） みんなで楽しく遊ぼう
（大社小学校校庭） 大社地区青少年愛護協議会

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

考
案
さ
れ
た
障
害
者
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
で
す
。

　
当
日
は
、
西
宮
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
北
山
大
喜
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
大
社
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
人
が
審
判
、
そ
し
て
障
害
者

施
設
の
青
葉
園
、
ふ
れ
ぼ
の
の
通

所
者
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は
、ボ
ッ
チ
ャ
を
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
知
っ
た
子
や
、地
区
社

協
の
行
事
で
体
験
し
た
子
も
い
ま

し
た
が
、大
半
が
初
め
て
で
し
た
。

　
最
初
に
北
山
さ
ん
か
ら
、
ボ
ッ

チ
ャ
の
ル
ー
ル
と
と
も
に
、
ボ
ッ

チ
ャ
は
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
人
が
一
緒
に
競
い

大社小学校大社小学校
コミュニティ・コミュニティ・スクールだよりスクールだより
つなぐ 〜知恵と人と子どもの未来〜つなぐ 〜知恵と人と子どもの未来〜

　大社小学校4年生は、「心のバリアフリー
について考えよう」という学習をしていま
す。その学習の一つとして昨年9月30日と
10月1日にボッチャを体験しました。

【コミスクの問い合わせ先】推進員 朱宮・中畑　yoshi_shumi@hotmail.com

地域の人と「ボッチャ」体験




































































































































































































































































心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　寄
り
添
い
、
支
え
合
う

　
　寄
り
添
い
、
支
え
合
う

ランプ、どの位置がいいかな

どうぞ、本年もよろしくお願いします。

【和光幼稚園園長　吉田 繁さんのあいさつ】
新年あけましておめでとうございます。
　一人一人の個性を大切に、伸び伸びとたくましい子どもを育てるため、昭和43（1968）年に創立されて以来、
日々笑顔と元気な声のあふれる和光幼稚園です。令和6年には満3歳児の受け入れを始めました。
　子どもたちの非認知能力を高め、将来社会の中で活躍できる子どもたちに育ってほしいと願い保育にまい
進しております。園庭開放も行っていますのでぜひ遊びに来てくださいね。

　和光幼稚園は、阪神・淡路大震災当時、避難所として園舎を開放するなどの協力をしてくれました。
　今年はあれから30年。「子どもたちの笑顔に支えられ」と吉田先生。そんな園児たちから元気な新年のあ
いさつです。

真剣な表情で綱引きを競い合い、みんなでダンスを楽しむ和光幼稚園の運動会

今年も元気で！　和光幼稚園今年も元気で！　和光幼稚園

ボ
ッ
チ
ャ
の
ル
ー
ル
や
補
助
具
ラ
ン
プ
の
話
を

聞
い
て
い
ま
す

い
つ
も『
宮
っ
子
』を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、ま

た
、
配
布
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
や
広

告
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
人
た
ち
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

編
集
部
一
同

ちゅーりっぷ組の子どもたち

第３75号 第３75号令和 7年 1月 1日 令和 7年 1月 1日た い し ゃ た い し ゃ⑴ ⑷

大社コミュニティ委員会 71―9454

２０２5年 １ 月 １ 日
３75号



　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

元
々
は
1
年
の
収
穫
へ

の
感
謝
と
、
悪
霊
を
追

い
払
う
儀
式
が
一
緒
に

な
っ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
最
近
で
は
、
仮
装

を
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
大
社
地
区
子
ど
も
会

は
10
月
26
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
子
ど
も
14

人
、
保
護
者
10
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
、
頭
に
被
り
物
を
す
る

な
ど
思
い
思
い
の
仮
装
を
し
て
、

近
く
の
家
々
を
訪
れ
て
菓
子
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　
菓
子
を
配
っ
た
皆
さ
ん
も
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
よ
う
分
か
ら
ん

の
で
緊
張
し
た
」「
何
を
あ
げ
よ

う
か
と
考
え
る
の
が
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
。

　
子
ど
も
た
ち
も
「
も
っ
と
お
う

ち
を
回
り
た
い
」「
た
く
さ
ん
お

菓
子
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
大
喜
び
。「
地
域
の
人
は
、

み
ん
な
優
し
か
っ
た
」
と
感
謝
の

気
持
ち
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
た
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
し
た
。
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7
月
17
日（
大
社
公
民
館
推
進

員
主
催
／
安
井
・
大
社
地
区
社
協

協
力
）、
西
宮
市
防
災
危
機
管
理

課
係
長
・
中
村
昌
康
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
防
災
講
座
〜
災
害
に

備
え
て
で
き
る
こ
と
〜
」
を
大
社

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
50
人
。
最
初
に
市
か

ら
配
布
さ
れ
た
「
西
宮
市
防
災

マ
ッ
プ
」
を
使
い
、
地
域
の
災
害

リ
ス
ク
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、

市
の
防
災
備
蓄
状

況
や
救
急
車
の
数

を
説
明
し
、
一
人

一
人
の
準
備
の
重

要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
講
義
後
、
参
加

者
は「
わ
が
家
の
装
備
品
リ
ス
ト
」

を
見
な
が
ら
、「
公
助
が
5
％
と

聞
き
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な

い
と
い
け
な
い
」「
今
一
度
、
地

域
自
治
会
な
ど
の
組
織
と
し
て
の

防
災
に
つ
い
て
考
え
直
さ
な
い

と
」
な
ど
、
グ
ル
―
プ
で
感
想
を

共
有
し
、
地
域
力
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
1
月
12
日
に
、
被

災
生
活
の
中

で
の
「
心
の

ケ
ア
」「
安

心
の
場
」
づ

く
り
を
体
験

す
る
講
座
を

企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
参

加
し
て
く
だ

さ
い
。

広告

お身体の不調ご相談ください
 Open
火・水・木・金曜日
AM　8：00～13：00
PM  15：00～19：00
土曜日　8：30～16：00
第1・3日曜日　8：00～13：00
 Close
月・第2・4日曜日・祝日

みち整骨院
〒662-0846
西宮市室川町1-22メゾン夙川1F
JR・阪神西宮駅より徒歩13分
阪急夙川駅より徒歩13分
阪神・阪急バス（中村停留所）より徒歩3分
TEL. 0798-27-5916

詳しくは、 みち整骨院　西宮

阪急神戸線

国道
171
号

JR神戸線

市
役
所
前
線

阪神本線
阪神西宮駅

国道2号

みち整骨院

定例会はいつも　わきあいあい

防
災
の
鍵
は
個
人
の

準
備
と
地
域
力

グループでも話し合いました

能登半島地震での市・消防局の救援活動を紹介する
パネル（大社公民館ロビー）

『宮っ子』はみんなの力で作られています！

　年6回、奇数月に発行される『宮っ子』は、西宮市民がボランティア
で取材、作成、配布している地域情報誌です。それぞれの地域のトピッ
クス、くらしのインフォメーション・イベントなどの情報を分かりやす
く伝えています。今回は、大社地域版の制作過程を紹介します！

定
例
会
議

1
　
各
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
西

宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
の
活
動
の

大
き
な
柱
に
『
宮
っ
子
』
作
成
が

あ
り
ま
す
。
大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
で
は
2
カ
月
に
1
回
、
大

社
公
民
館
で
定
例
会
を
開
き
、
構

成
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
青
愛
協
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
各
自
治
会
な
ど
か
ら
の
報

告
や
行
事
予
定
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
す
。

編
集
会
議

2
　
定
例
会
後
に
編
集
会
議
を
行

い
、
報
告
さ
れ
た
行
事
や
お
知
ら

せ
な
ど
を
参
考
に
、
次
号
の
『
宮

っ
子
』
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ピ
ッ
ク

を
選
定
し
、
ど
の
よ
う
な
誌
面
に

す
る
か
話
し
合
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
、
編
集
員
が
取
材
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
、

原
稿
を
作
成
し
ま
す
。

　
作
成
し
た
原
稿
を
㈱
小
西
印
刷

所
へ
提
出
。
㈱
小
西
印
刷
所
は
提

出
さ
れ
た
原
稿
を
「
ゲ
ラ
」（
印
刷

前
の
チ
ェ
ッ
ク
用
「
校
正
紙
」）

に
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
事
務
局
や
、
地
域
の
編
集
員

の
手
で
「
校
正
」
作
業
を
行
い
、

最
終
確
認
を
し
て
完
成
！
　
印
刷

さ
れ
た
『
宮
っ
子
』
は
、
公
民
館

や
各
戸
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で

配
布
さ
れ
ま
す
。

より良い誌面作りのために真剣です

取
材
・
編
集

3
提

　出

4
最
終
確
認

5

　西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
主
催

の
広
報
セ
ミ
ナ
ー
で
、
昨
年
7
月

23
日
に
株
式
会
社
小
西
印
刷
所
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

　感
　想
　

●
今
回
、
校
正
や
製
本
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。中
で
も
驚
い
た
の
は
、

業
務
用
の
巨
大
な
印
刷
機
も
、
家

庭
用
プ
リ
ン
タ
ー
と
同
じ
マ
ゼ
ン

タ
、シ
ア
ン
、イ
エ
ロ
ー
、ブ
ラ
ッ
ク

の
4
色
で
印
刷
し
て
い
る
こ
と
で

す
。実
際
に
印
刷
さ
れ
た
紙
を
ル

ー
ペ
で
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。と
て
も
色
鮮
や
か
な
写
真
が
、

4
色
の
小
さ
な
ド
ッ
ト
の
集
ま

り
で
で
き
て
い
る
の
が
見
て
分
か

り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り

で
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

編
集
員
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
印
刷

の
現
場
で
も
大
勢
の
人
々
の
お
か

げ
で『
宮
っ
子
』が
で
き
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
編
集
員
　
難
波
め
ぐ
み
）

●
今
回
の
見
学
で
、『
宮
っ
子
』

の
原
稿
が
い
か
に
多
く
の
工
程
を

経
て
仕
上
が
る
の
か
、『
宮
っ
子
』

が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
編
集
員
　
森
田
節
美
）

お
菓
子
を
も
ら
っ
た
よ

お
菓
子
を
も
ら
っ
た
よ

�
�

�
�

大
社
地
区
子
ど
も
会

大
社
地
区
子
ど
も
会

　
昨
年
の
元
旦
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
。ま
た
8
月

に
は
、政
府
か
ら「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
」が
発
表
さ

れ
、一
気
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
緊
張
が
高
ま
り
ま

し
た
。今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。こ
の
時

の
経
験
を
次
に
生
か
す
た
め
に
、市
と
連
携
し
て
地
域

団
体
で
も
、防
災
講
座
や
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

HAPPYハロウィーン 　HAPPYハロウィーン 　

さあ、しゅっぱぁつ

※�「
お
菓
子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す

る
ぞ
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
合
言
葉

子ども「トリック・オア・トリート※」。大人「ハッピーハロウィーン」
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ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

元
々
は
1
年
の
収
穫
へ

の
感
謝
と
、
悪
霊
を
追

い
払
う
儀
式
が
一
緒
に

な
っ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
最
近
で
は
、
仮
装

を
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
大
社
地
区
子
ど
も
会

は
10
月
26
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
子
ど
も
14

人
、
保
護
者
10
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
、
頭
に
被
り
物
を
す
る

な
ど
思
い
思
い
の
仮
装
を
し
て
、

近
く
の
家
々
を
訪
れ
て
菓
子
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　
菓
子
を
配
っ
た
皆
さ
ん
も
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
よ
う
分
か
ら
ん

の
で
緊
張
し
た
」「
何
を
あ
げ
よ

う
か
と
考
え
る
の
が
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
。

　
子
ど
も
た
ち
も
「
も
っ
と
お
う

ち
を
回
り
た
い
」「
た
く
さ
ん
お

菓
子
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
大
喜
び
。「
地
域
の
人
は
、

み
ん
な
優
し
か
っ
た
」
と
感
謝
の

気
持
ち
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
た
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
し
た
。
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7
月
17
日（
大
社
公
民
館
推
進

員
主
催
／
安
井
・
大
社
地
区
社
協

協
力
）、
西
宮
市
防
災
危
機
管
理

課
係
長
・
中
村
昌
康
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
防
災
講
座
〜
災
害
に

備
え
て
で
き
る
こ
と
〜
」
を
大
社

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
50
人
。
最
初
に
市
か

ら
配
布
さ
れ
た
「
西
宮
市
防
災

マ
ッ
プ
」
を
使
い
、
地
域
の
災
害

リ
ス
ク
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、

市
の
防
災
備
蓄
状

況
や
救
急
車
の
数

を
説
明
し
、
一
人

一
人
の
準
備
の
重

要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
講
義
後
、
参
加

者
は「
わ
が
家
の
装
備
品
リ
ス
ト
」

を
見
な
が
ら
、「
公
助
が
5
％
と

聞
き
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な

い
と
い
け
な
い
」「
今
一
度
、
地

域
自
治
会
な
ど
の
組
織
と
し
て
の

防
災
に
つ
い
て
考
え
直
さ
な
い

と
」
な
ど
、
グ
ル
―
プ
で
感
想
を

共
有
し
、
地
域
力
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
1
月
12
日
に
、
被

災
生
活
の
中

で
の
「
心
の

ケ
ア
」「
安

心
の
場
」
づ

く
り
を
体
験

す
る
講
座
を

企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
参

加
し
て
く
だ

さ
い
。

広告

お身体の不調ご相談ください
 Open
火・水・木・金曜日
AM　8：00～13：00
PM  15：00～19：00
土曜日　8：30～16：00
第1・3日曜日　8：00～13：00
 Close
月・第2・4日曜日・祝日

みち整骨院
〒662-0846
西宮市室川町1-22メゾン夙川1F
JR・阪神西宮駅より徒歩13分
阪急夙川駅より徒歩13分
阪神・阪急バス（中村停留所）より徒歩3分
TEL. 0798-27-5916

詳しくは、 みち整骨院　西宮

阪急神戸線

国道
171
号

JR神戸線

市
役
所
前
線

阪神本線
阪神西宮駅

国道2号

みち整骨院

定例会はいつも　わきあいあい

防
災
の
鍵
は
個
人
の

準
備
と
地
域
力

グループでも話し合いました

能登半島地震での市・消防局の救援活動を紹介する
パネル（大社公民館ロビー）

『宮っ子』はみんなの力で作られています！

　年6回、奇数月に発行される『宮っ子』は、西宮市民がボランティア
で取材、作成、配布している地域情報誌です。それぞれの地域のトピッ
クス、くらしのインフォメーション・イベントなどの情報を分かりやす
く伝えています。今回は、大社地域版の制作過程を紹介します！

定
例
会
議

1
　
各
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
西

宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
の
活
動
の

大
き
な
柱
に
『
宮
っ
子
』
作
成
が

あ
り
ま
す
。
大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
で
は
2
カ
月
に
1
回
、
大

社
公
民
館
で
定
例
会
を
開
き
、
構

成
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
青
愛
協
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
各
自
治
会
な
ど
か
ら
の
報

告
や
行
事
予
定
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
す
。

編
集
会
議

2
　
定
例
会
後
に
編
集
会
議
を
行

い
、
報
告
さ
れ
た
行
事
や
お
知
ら

せ
な
ど
を
参
考
に
、
次
号
の
『
宮

っ
子
』
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ピ
ッ
ク

を
選
定
し
、
ど
の
よ
う
な
誌
面
に

す
る
か
話
し
合
っ
て
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
、
編
集
員
が
取
材
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
、

原
稿
を
作
成
し
ま
す
。

　
作
成
し
た
原
稿
を
㈱
小
西
印
刷

所
へ
提
出
。
㈱
小
西
印
刷
所
は
提

出
さ
れ
た
原
稿
を
「
ゲ
ラ
」（
印
刷

前
の
チ
ェ
ッ
ク
用
「
校
正
紙
」）

に
仕
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
事
務
局
や
、
地
域
の
編
集
員

の
手
で
「
校
正
」
作
業
を
行
い
、

最
終
確
認
を
し
て
完
成
！
　
印
刷

さ
れ
た
『
宮
っ
子
』
は
、
公
民
館

や
各
戸
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で

配
布
さ
れ
ま
す
。

より良い誌面作りのために真剣です

取
材
・
編
集

3
提

　出

4
最
終
確
認

5

　西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
主
催

の
広
報
セ
ミ
ナ
ー
で
、
昨
年
7
月

23
日
に
株
式
会
社
小
西
印
刷
所
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

　感
　想
　

●
今
回
、
校
正
や
製
本
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。中
で
も
驚
い
た
の
は
、

業
務
用
の
巨
大
な
印
刷
機
も
、
家

庭
用
プ
リ
ン
タ
ー
と
同
じ
マ
ゼ
ン

タ
、シ
ア
ン
、イ
エ
ロ
ー
、ブ
ラ
ッ
ク

の
4
色
で
印
刷
し
て
い
る
こ
と
で

す
。実
際
に
印
刷
さ
れ
た
紙
を
ル

ー
ペ
で
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。と
て
も
色
鮮
や
か
な
写
真
が
、

4
色
の
小
さ
な
ド
ッ
ト
の
集
ま

り
で
で
き
て
い
る
の
が
見
て
分
か

り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り

で
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

編
集
員
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
印
刷

の
現
場
で
も
大
勢
の
人
々
の
お
か

げ
で『
宮
っ
子
』が
で
き
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
編
集
員
　
難
波
め
ぐ
み
）

●
今
回
の
見
学
で
、『
宮
っ
子
』

の
原
稿
が
い
か
に
多
く
の
工
程
を

経
て
仕
上
が
る
の
か
、『
宮
っ
子
』

が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
編
集
員
　
森
田
節
美
）

お
菓
子
を
も
ら
っ
た
よ

お
菓
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を
も
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よ
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大
社
地
区
子
ど
も
会

大
社
地
区
子
ど
も
会

　
昨
年
の
元
旦
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
。ま
た
8
月

に
は
、政
府
か
ら「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
」が
発
表
さ

れ
、一
気
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
緊
張
が
高
ま
り
ま

し
た
。今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。こ
の
時

の
経
験
を
次
に
生
か
す
た
め
に
、市
と
連
携
し
て
地
域

団
体
で
も
、防
災
講
座
や
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

HAPPYハロウィーン 　HAPPYハロウィーン 　

さあ、しゅっぱぁつ

※�「
お
菓
子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す

る
ぞ
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
合
言
葉

子ども「トリック・オア・トリート※」。大人「ハッピーハロウィーン」
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大社バンザイ

合
え
る
競
技
で
、
自
分
で
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
補
助
具「
ラ
ン
プ
」を
使

う
こ
と
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
試
合
が
始
ま
る
と
、
だ
ん
だ

ん
コ
ツ
が
分
か
っ
て
き
て
、
作

戦
を
練
っ
た
り
、
青
葉
園
や
ふ

れ
ぼ
の
に
通
所
す
る
人
が
、
投

げ
る
と
き
に
ラ
ン
プ
の
位
置
を

決
め
た
り
と
、
チ
ー
ム
で
協
力

す
る
こ
と
に
も
気
が
付
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ボ
ー

ル
を
転
が
す
の
が
楽
し
か
っ

た
」「
こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ

る
と
分
か
っ
て
良
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
北
山
さ
ん
が「
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
障
害
者
に
寄

り
添
っ
て
、ル
ー
ル
と
用
具
を
工

夫
し
て
い
る
の
が
特
徴
。こ
の

こ
と
を
普
段
の
生
活
に
置
き
換

え
て
、悩
ん
だ
り
、困
っ
た
り
し

て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
寄
り
添

う
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
で

す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

★公民館講座�企画：大社公民館地域学習推進員会　大社公民館（71-3649）
日時・場所 テーマ・講　師

1月12日（日）
Ⅰ 10：00〜12：00
Ⅱ 14：00〜16：00
大社公民館 講堂

「心のケア」と「安心の場」体験会
被災生活の中で「安心」を手に入れる工夫
Ⅰ・Ⅱ	機織り（さをり織り）を生かした心のケア（ツナミクラフト）
		Ⅰ	 段ボールベッドづくり（西宮市防災危機管理課）
		Ⅱ	 アレルギーを考慮した救援物資表示の工夫
	 （西宮アレルギー患者と親の会「みやれっこほーむ」）
【共催】　安井・大社地区社会福祉協議会

2月8日（土）
14：30開演
大社小学校
ランチルーム

平和への祈りを
朗読劇「火

ほ

垂
た

るの墓」
出演：陽なたの会（NPO法人シャクナゲ・子供の家）
【主催】大社地区青少年愛護協議会
【事前申込】　申込方法など詳細はポスターなどで確認してください。

3月13日（木）
13：30開演

（13：00開場）
大社公民館 講堂

落語を楽しむ
大社寄席
出演：落語家（七代目）笑福亭松喬	他
【事前申込】　申込方法など詳細はポスターなどで確認してください。

※諸事情により変更・中止になることがあります。掲示板などで確認してください。
※	申込方法など、詳しくは開講約1カ月前に、各自治会掲示板、大社公民館などに置か
れるチラシなどでお知らせします

★「のびのびキッズ大社」事業
─大社地区青少年愛護協議会―

開催日時 事業名・場所 主催団体名

1月6日（月）
10：30〜11：30
14：00〜15：00

たこ作り
（大社児童センター）

大社児童センター
大社コミュニティ委員会
スポーツクラブ21大社
大社地区青少年愛護協議会

2月8日（土）
14：30開演

朗読劇「火
ほ

垂
た

るの墓」
鑑賞会

（大社小学校ランチルーム）

大社公民館地域学習推進員会
大社地区青少年愛護協議会

未定 青葉園との交流会
（大社公民館講堂） 大社地区社会福祉協議会

3月1日（土） みんなで楽しく遊ぼう
（大社小学校校庭） 大社地区青少年愛護協議会

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

考
案
さ
れ
た
障
害
者
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
で
す
。

　
当
日
は
、
西
宮
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
北
山
大
喜
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
大
社
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
人
が
審
判
、
そ
し
て
障
害
者

施
設
の
青
葉
園
、
ふ
れ
ぼ
の
の
通

所
者
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は
、ボ
ッ
チ
ャ
を
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
知
っ
た
子
や
、地
区
社

協
の
行
事
で
体
験
し
た
子
も
い
ま

し
た
が
、大
半
が
初
め
て
で
し
た
。

　
最
初
に
北
山
さ
ん
か
ら
、
ボ
ッ

チ
ャ
の
ル
ー
ル
と
と
も
に
、
ボ
ッ

チ
ャ
は
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
人
が
一
緒
に
競
い

大社小学校大社小学校
コミュニティ・コミュニティ・スクールだよりスクールだより
つなぐ 〜知恵と人と子どもの未来〜つなぐ 〜知恵と人と子どもの未来〜

　大社小学校4年生は、「心のバリアフリー
について考えよう」という学習をしていま
す。その学習の一つとして昨年9月30日と
10月1日にボッチャを体験しました。

【コミスクの問い合わせ先】推進員 朱宮・中畑　yoshi_shumi@hotmail.com

地域の人と「ボッチャ」体験




































































































































































































































































心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　寄
り
添
い
、
支
え
合
う

　
　寄
り
添
い
、
支
え
合
う

ランプ、どの位置がいいかな

どうぞ、本年もよろしくお願いします。

【和光幼稚園園長　吉田 繁さんのあいさつ】
新年あけましておめでとうございます。
　一人一人の個性を大切に、伸び伸びとたくましい子どもを育てるため、昭和43（1968）年に創立されて以来、
日々笑顔と元気な声のあふれる和光幼稚園です。令和6年には満3歳児の受け入れを始めました。
　子どもたちの非認知能力を高め、将来社会の中で活躍できる子どもたちに育ってほしいと願い保育にまい
進しております。園庭開放も行っていますのでぜひ遊びに来てくださいね。

　和光幼稚園は、阪神・淡路大震災当時、避難所として園舎を開放するなどの協力をしてくれました。
　今年はあれから30年。「子どもたちの笑顔に支えられ」と吉田先生。そんな園児たちから元気な新年のあ
いさつです。

真剣な表情で綱引きを競い合い、みんなでダンスを楽しむ和光幼稚園の運動会

今年も元気で！　和光幼稚園今年も元気で！　和光幼稚園

ボ
ッ
チ
ャ
の
ル
ー
ル
や
補
助
具
ラ
ン
プ
の
話
を

聞
い
て
い
ま
す

い
つ
も『
宮
っ
子
』を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、ま

た
、
配
布
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
や
広

告
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
人
た
ち
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

編
集
部
一
同

ちゅーりっぷ組の子どもたち

第３75号 第３75号令和 7年 1月 1日 令和 7年 1月 1日た い し ゃ た い し ゃ⑴ ⑷

大社コミュニティ委員会 71―9454

２０２5年 １ 月 １ 日
３75号


